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感染症

ペースメーカなどの電磁障害の影響を受けやすい体内植込み型医用電気機器を使用している人

脚部を出したり収納するときは、脚部の下に脚や手をはさまないようにする。また、脚
部の下に人やペット、物がないことを確認する。　けがのおそれがあります。

リクライニングするときは、背もたれ部と座部・肘掛部の間に手や腕・脚・頭をはさま
ないようにする。　けがのおそれがあります。

リクライニングするときや脚部を出したり収納したり伸縮するときは、うしろや脚部の前、下
など周囲に人やペット、物がないことを確認する。  事故やけが、家財を傷めるおそれがあります。

肩位置の自動検出を行ったときは、必ず肩位置が合っているか確認する。
合っていないときは肩位置設定画面で合わせてください。　事故やけがのおそれがあります。

背もたれ部のカバーが消耗等で少しでも破れたり、穴が開いたりした場合は、直ちに使用を
中止する。故意に背もたれ部のカバーを外したり、破いたり、切り取ったりはしない。
背もたれ部のカバーを外したり破れた状態での使用は、衣服や髪が巻き込まれるおそれがあ
り大変危険なため、絶対にしない。

背パッド
脚部を出したり、収納するときは、必ず脚部から脚や物を出す。  けがのおそれがあります。



「OFF」にし、電源プラグをコンセントから抜く。

電源スイッチを「ＯＦＦ」にしない。

お子様やご自分で意思表示できない人には使用させない。また、幼児を近づけない。　
感電やけがのおそれがあります。

ご使用後は電源スイッチを「OFF」にし、電源プラグをコンセントから抜く。　
お子様のいたずらなどによる事故の原因になります。

ご使用時以外は電源プラグをコンセントから抜く。ほこりや湿気で絶縁劣化になり、漏電火災の原因になります。

腕をマッサージするときは、つけ爪・時計・装飾品など硬いものを腕に装着したまま
使用しない。　けがのおそれがあります。

腕部を出したまま、立ち上がらない。　けがのおそれがあります。

もも・尻をマッサージするときは衣服（ズボンなど）のポケットに硬いものを入れた
ままにして使用しない。　事故やけがのおそれがあります。

ご使用中は眠らない。　無意識での使用は、体調不良やけがのおそれがあります。

お子様に椅子の上で遊ばせたり、上に乗らせない。　故障やけがのおそれがあります。



脚部が出た状態で、乗り降りしない。　故障やけがのおそれがあります。

操作ボタンや、タイマーなどが正常に動作することを確認してから使用する。　
故障やけがのおそれがあります。

ベンジン・シンナー・アルコールなどでふいたり、殺虫剤をかけない。　感電・引火の原因になります。

生地を無理に引張ったり、刃物やとがった物で突き刺したりしない。　故障やけがのおそれがあります。

腕部に腕を入れた状態で腕部を上から押さえない。　けがのおそれがあります。

リモコンコードに脚を引っ掛けないように気をつける。　けがのおそれがあります。

腕部や脚部に物を入れない。　故障やけがのおそれがあります。

本体は静かに設置する。　床面に傷がつきます。

脚部が縮むときに座部と脚部の間に手や脚を置かない。また、脚部を伸ばしたまま収納
しない。　故障やけがのおそれがあります。

木床や畳などの傷つきやすい床面で、キャスター移動や引きずって移動しない。　床面に傷がつきます。

背もたれ部、脚部、肩部、腕部に乗ったり、座部に立ったりしない。
利用者や本体が転倒して、事故やけがのおそれがあります。

本体に2人以上乗らない。　故障やけがのおそれがあります。

本体を倒したり、強い衝撃を与えない。　故障やけがのおそれがあります。

しばらく使用していなかった場合、もう一度取扱説明書をよく読み、本器が正常に動作
することを確認してから使用する。　事故やけがのおそれがあります。



交流100V以外は使用しない。

背パッド

リモコンのリクライニングの　　　を
押して背もたれ部を起します。
※P.15のリクライニングの使い方にしたがって操作を
　行ってください。

電源コードの電源プラグを
コンセントに差し込みます。
電源スイッチを「ON」にします。

専用マット

専用マットは、脚部の下へ縦長に敷いてください。 脚部

電源スイッチは本体後部の下側にあります。

電源コードや電源プラグが破損したり、コンセントの
差し込みがゆるいときは使用しない。電源コードや電
源プラグが破損した場合、ご購入先または「お客
様相談窓口」に修理を依頼する。
そのまま使い続けると感電やショート、火災の原因になります。

専用マットは、脚部の動作や床面を保護するために
使用します。
専用マットは、脚部の下へ縦長に敷いてください。



リモコンの付け替え方

1. 本体後部の下の後ろにあるリモコンコード
　 留め(面ファスナー）からリモコンコードを
　 はずします。

＜左側から右側に付け替える場合＞
2.リモコンコードがたるまないように反対側の
　リモコンコード留めで固定します。

3. 右側のリモコンポケットにリモコンを
    差し込んでください。

コードがたるんでいると断線のおそれが
あります。

ご使用前に必ず背パッドを上げて、背もたれ部のカバーが破れていないか確認し、
そのほかの部分にも破れがないか確認する。
（小さな破れでも直ちに使用を中止し、電源プラグを抜き、修理を依頼してください。）
カバーが破れた状態で使用すると、感電やけがのおそれがあります。

背パッド・枕の取り付け方

リモコンの収納のしかた

リモコンポケットには、リモコン以外の物は
入れないでください。

背パッドは、背もたれのファスナーに取り付けます。枕は、背パッドの面ファスナーに取り付けます。

左右側面にあるリモコンポケットへ、リモコンを収納してください。

マッサージを行わないときは、背パッド・枕を取り付けたままリクライニングチェアとしてお使いになれます。

マッサージを行うときは、背パッドを付け、枕を後ろに回してお使いください。
マッサージが強く感じる場合は、枕を付けてお使いください。

背パッドを取り付けます。
背パッド

リモコンポケット

ファスナー

枕

面ファスナー

リモコンコード留め
（面ファスナー）





尻・もも裏の

リモコンポケット

専用マット

脚部もみ幅調節ダイヤル

脚部スライドレバー

リモコンを
収納してください。

脚部のもみ幅を
調節できます。

脚部を伸縮できます。
リモコンコード
留め

リクライニングの
緊急停止スイッチです。

本体の操作を行います。

背パッド

マッサージの位置

腰まわり・もも横の

脚部

持ち手

持ち手
右腕部下にもあります。

腰

座

腰部



マッサージの準備および終了と、
マッサージ終了後のもみ玉の収納
を行います。

情報を表示します。

全ての動作を停止します。
（すぐにマッサージを停止したい
ときに押してください。）

液晶画面

「急停止」ボタン「入/切」ボタン

様々な場面で選択を行うと
きに使用します。

「上下左右」ボタン

選択を決定します。
「OK」ボタン

メインメニュー画面を表示します。
「メニュー」ボタン

脚部を収納し、リクライニング
を起します。

脚部を出したり、収納するとき
に使用します。

「収納/起す」ボタン

脚部 リクライニング

※リクライニング・脚部は、
電源スイッチを「ON」
にすると、操作が可能
です。

※約5分以上操作しない
状態が続くと、自動で
液晶画面が消えます。
液晶画面が表示されて
いない場合は「入/切」ボ
タンを押してください。



本体の後ろや脚部の前、下など、周囲に
人やペット、物がないことを確認する。

電源スイッチは、本体後部の下側にあります。
電源投入後、液晶画面にはメインメニューが表示されます。

交流100V以外は使用しない。
電源コードや電源プラグが破損したり、コンセントの差し込
みがゆるいときは使用しない。電源コードや電源プラグが
破損した場合、ご購入先または「お客様相談窓口」に修理
を依頼する。　
そのまま使い続けると感電やショート、火災の原因になります。

背パッドを上げて背もたれ部のカバーが破
れていないか確認し、その他の部分にも破れ
がないか確認する。

電源コードやリモコンコード、電源プラグが傷んで
いないか確認する。

脚部が出た状態で、無理に座ろうとすると、
けがをするおそれがあります。
脚部の　　、または　　を長押しして、
脚部を収納してください。

※　　を押すと背もたれ部も

    同時に起き上がります。

もみ玉は通常、収納位置（背
もたれの最上部）にあります。

電源プラグにピンやゴミが付いていないか確認する。

電源コードの電源プラグを
コンセントに差し込みます。

電源スイッチを「ON」にします。

周囲を確認してください。

本体を確認してください。
座る前に脚部や腕部が収納されているかを
確認する。

座る前にもみ玉の位置を確認
する。

もみ玉が収納位置にない場合
　　を押すと最上部まで移動
します。

背パッド
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脚部を出したり、収納したりするときは、必ず
脚部から脚や物を出す。　
けがのおそれがあります。

リクライニングするときや脚部を出したり収納
したり伸縮するときは、うしろや脚部の前、下な
ど周囲に人やペット、物がないことを確認する。
事故やけが、家財を傷めるおそれがあります。

押し続けると脚部が出ます。
※脚部が完全に出るまで脚部マッサージは始まりません。
※マッサージ動作中に脚部が収納されて
   いるときは、「フット収納中」と表示され
   ます。

※脚部を伸ばしているときは、縮めてください。（P.13参照）
※必ず脚部から脚を出してください。
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広狭

脚部の伸縮は、右側腕部の脚部スライドレバーで調節することができます。

脚部のもみ幅は、脚部の右側にある脚部もみ幅調節ダイヤルで調節する
ことができます。

脚部スライドレバーを引き上げながら、脚部を脚で押すと脚部の長さが伸びます。お好みの位置
に調節して、レバーを放してください。脚部は、お好みの位置で止まります。
※使用後は、レバーを引き上げて、脚部を縮めてください。

脚部もみ幅調節ダイヤルでお好みのもみ幅に調節してください。
※もみ幅の調節は、脚部のマッサージを止めてから行ってください。

脚部が縮むときに座部と脚部の間に手や脚を置かない。
また、脚部を伸ばしたまま収納しない。
故障やけがのおそれがあります。　

脚部スライドレバーの使い方

脚部もみ幅の調節のしかた



肩部は、幅を2段階に調節することができます。
①肩部を内側にゆっくり押すと、「カチッ」と音がます。
音がしたら、手を離してください。
逆側の肩部も同じように調節してください。

①腕部の内側に手を入れて腕部を
上方向に引き上げます。

③腕部を収納するときは、腕部から腕を出し、
上から押さえます。

②指を伸ばして手を入れます。

②肩部を①よりさらに内側に押すと、「カチッ」と
音がして、元の位置へ戻ります。
逆側の肩部も同じように調節してください。

腕部を使用するときは、腕部を出してください。

腕をマッサージするときは、つけ爪・時計・装飾品
など硬いものを腕に装着したまま使用しない。
けがのおそれがあります。
腕部に腕を入れた状態で腕部を上から押さえない。
けがのおそれがあります。
腕部を出したまま、立ち上がらない。
けがのおそれがあります。

エアーバッグ

14

エアーバッグだけを持って、
持ち上げないでください。



マッサージ中にリクライニングするときは、マッサージの強さを確認しながら徐々に倒してください。
マッサージ中にリクライニングするときは、マッサージが一旦停止します。

背もたれ部、脚部、肩部、腕部に乗ったり、
座部に立ったりしない。

背もたれ部を倒すときは、リクライニングの
　　を押します。

背もたれ部を起すときは、リクライニングの
　　を押します。

お好みの角度でリクライニングの　　から
手を離します。
完全に倒れると”ピッピッ”音が出ます。

お好みの角度でリクライニングの　　から
手を離します。
完全に起きると”ピッピッ”音が出ます。

押し続けると背もたれ部が倒れます。
深く倒すほど、もみ玉の刺激が強くなります。

背もたれ部を起して、脚部を収納するときは、       
を長押します。
マッサージ中に　　を押すと、マッサージが終了し、

メインメニューが表示されます。

押し続けると背もたれ部が起きます。

収納の使い方

リクライニングするときや脚部を出したり収納したり
伸縮するときは、うしろや脚部の前、下など周囲に人や
ペット、物がないことを確認する。
事故やけが、家財を傷めるおそれがあります。



肩位置の自動検出を行います。

手動設定をする場合は、自動検出中に       を押すと、
手動設定に切り替わります。

椅子に腰をかけて、頭を背もた
れ部につけるようにゆったりと
もたれてください。

自動検出中は、頭を背もたれ部に
つけるようにもたれてください。
もみ玉の移動後にさざなみ動作
になり、肩位置を決定します。
自動検出が終わるとマッサージ
画面に移り、マッサージを開始
します。

おすすめコースの使い方

    　　で「おすすめコース」を選択し、
　　を押します。

　　　 でお好みの肩位置に設定してください。　　
　　　 を離すとさざなみ動作になります。　　 を
押して肩位置を決定してください。
　　 を押さない場合は、自動的に最終の選択位置で
マッサージに移ります。
肩位置は、9段階から選択できます。

液晶画面が表示されていない場合は、　　を押してください。

腕マッサージを行うときは、腕部を出してください。（P.14参照）

ほかのマッサージへ変更する場合。（P.26参照）

肩部の幅を調節してください。（P.14参照）
P.12

P.15

※

1/9
2/9
3/9
4/9
5/9
6/9
7/9
8/9
9/9

高
　
　
　
　
　

低

肩位置
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マッサージが終了するとメインメニューを表示し、もみ玉が
収納位置まで戻ります。

ご使用後は、電源スイッチを「OFF」にしてください。
誤ってリモコンを操作して動き出すことを防止します。

ご使用後は電源スイッチを「OFF」にし、電源プラグを
コンセントから抜く。 　
お子様のいたずらなどによる事故の原因になります。

    　 を押してください。
もみ玉は現在の位置で停止します。
メインメニューが表示されます。

ただちにマッサージを停止する場合

5

現在マッサージ中のコースが液晶画面に表示されます。
メカ・エアーの強さ設定、動作部位の設定、肩位置の設定については、
「マッサージ動作中の調節のしかた」（P.24）を参照してください。

肩の位置

肩のエアーマッサージの強さ

腕のエアーマッサージの強さ

座のエアーマッサージの強さ

もみ玉の動き
たたき もみ
さざなみ



    で「自動コース」を
選択し、　 を押します。

    でお好みのコースを選択し、      を
押します。

自動コースの使い方

肩位置の自動検出を行います。肩位置の自動検出を行います。
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自動検出中は、頭を背もたれ部につ
けるようにもたれてください。
もみ玉の移動後にさざなみ動作に
なり、肩位置を決定します。
自動検出が終わるとマッサージ画面
に移り、マッサージを開始します。
全身ソフトコースを選択した場合
は、肩位置の自動検出を行いません。

椅子に腰をかけて、頭を背もたれ部
につけるようにゆったりともたれて
ください。

4種類の全身コースと4種類の部位コースから選択でき
ます。「全身」と「部位」の選択は、　　　  で行います。　
「全身」の画面から　 を押しつづけると、「部位」の画面
へ移ります。

手動設定をする場合は、自動検出中に       を押すと、手動設定に切り替わります。

　　　 でお好みの肩位置に設定してください。　　
　　　 を離すとさざなみ動作になります。　　 を
押して肩位置を決定してください。
　　 を押さない場合は、自動的に最終の選択位置
でマッサージに移ります。
肩位置は、9段階から選択できます。

※

液晶画面が表示されていない場合は、　　を押してください。

腕マッサージを行うときは、腕部を出してください。（P.14参照）

ほかのマッサージへ変更する場合。（P.26参照）

肩部の幅を調節してください。（P.14参照）
P.12

P.15

1/9
2/9
3/9
4/9
5/9
6/9
7/9
8/9
9/9

高
　
　
　
　
　

低

肩位置



現在マッサージ中のコースが液晶画面に表示されます。
メカ・エアーの強さ設定、動作部位の設定、肩位
置の設定については、「マッサージ動作中の調節の
しかた」（P.24）を参照してください。

自動コースの種類

全身 疲労回復コース 首・肩 疲労回復コース

全身 やすらぎコース 首・肩 やすらぎコース

全身ソフトコース 腰 疲労回復コース

短縮コース 腰 やすらぎコース

全身 部分

コリや疲れをやわらげるもみ・たたき
を中心としたコースです。

コリや疲れをやわらげるもみ・たたき
を中心としたコースです。

もみを中心としたマッサージコース
です。

もみを中心としたマッサージコース
です。

エアーでの動作を中心としたソフトな
マッサージコースです。

コリや疲れをやわらげるもみ・たたき
を中心としたコースです。

7分間で全身をクイックマッサージ
します。

もみを中心としたマッサージコース
です。
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    　　で「手動『基本技』」を選択し、
　　を押します。
椅子に腰をかけて、頭を背もた
れ部につけるようにゆったりと
もたれてください。

現在マッサージ中のコースが液晶画面に
表示されます。
メカ・エアーの強さ設定、動作
部位の設定、肩位置の設定につ
いては、「マッサージ動作中の
調節のしかた」（P.24）を参照
してください。

手動『基本技』の使い方

　　 を押さない場合
は、自動的に最終の
選択位置でマッサー
ジに移ります。
肩位置は、9段階から
選択できます。

　　   でお好みの肩位置に設定してください。
　　　を離すとさざなみ動作になります。
　　を押して肩位置を決定してください。

もみ
筋肉をもみほぐします。

背筋伸し
背筋に沿って身体を
伸ばします。

手動『基本技』の種類

※　　　　のマッサージは、肩エアーと同時に使用できま
せん。肩エアー設定時に　　　　のマッサージを選択
すると、肩エアーは停止されます。

1/9
2/9
3/9
4/9
5/9
6/9
7/9
8/9
9/9

高
　
　
　
　
　

低

肩位置

たたき
リズミカルな連打で筋肉の
疲れをとります。

さざなみ
もみながらたたく動きで
疲労を和らげます。

液晶画面が表示されていない場合は、　　を押してください。

腕マッサージを行うときは、腕部を出してください。（P.14参照）

ほかのマッサージへ変更する場合。（P.26参照）

肩部の幅を調節してください。（P.14参照）
P.12

P.15
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    　　で「手動『肩腰専用技』」を
選択し、　　を押します。
椅子に腰をかけて、頭を背もた
れ部につけるようにゆったりと
もたれてください。

12 種類のマッサージから選択
できます。

    　　　　　　でお好みのマッサージを
選択し、　　を押します。

手動『肩腰専用技』の使い方

　　 を押さない場合は、自動的に最終の選択位置で
マッサージに移ります。
肩位置は、9段階から選択できます。

　　　でお好みの肩位置に設定してくだ
さい。　　　を離すとさざなみ動作になり
ます。　　を押して肩位置を決定してくだ
さい。

液晶画面が表示されていない場合は、　　を押してください。

腕マッサージを行うときは、腕部を出してください。（P.14参照）

ほかのマッサージへ変更する場合。（P.26参照）

肩部の幅を調節してください。（P.14参照）
P.12

P.15
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1/9
2/9
3/9
4/9
5/9
6/9
7/9
8/9
9/9

高
　
　
　
　
　

低

肩位置
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手動『肩腰専用技』の使い方

肩極もみ
上から肩まわりをじっくりもみほぐし
ます。

広い範囲でもみ上げマッサージを行い
ます。

広い範囲でたたきマッサージを行い
ます。

背中全体をもみほぐします。

肩筋ケア
肩筋をもみあげ昇降動作で肩首の付け
根を押し込む動作を繰り返します。

肩甲骨ライン
肩位置を基準とし、肩甲骨裏上部を
ローリング&たたきマッサージします。

肩極たたき
上から肩まわりをリズミカルな動きで、
マッサージします。

腰まわりをリズミカルな動きで、
マッサージします。

リズミカルな連打に前後の立体的な
動きを加えマッサージします。

もみながらたたく動きに前後の立体的な
動きを加えマッサージします。

腰まわりをじっくりもみほぐします。

下から上へ筋肉を前後の立体的な動き
を加えもみほぐします。

手動『肩腰専用技』の種類

現在マッサージ中のコースが液晶画面に表示されます。
メカ・エアーの強さ設定、動作部位の設定、肩位置の設定につ
いては、「マッサージ動作中の調節のしかた」（P.24）を参照し
てください。

※　　　　 のマッサージは、肩エアー
と同時に使用できません。肩エアー
設定時に　　　　のマッサージを選
択すると、肩エアーは停止されます。



　　　で設定を変更したい項目を選択し、
　　　　でお好みの
設定を選択します。
      を押して設定画面
に戻ります。

設定の使い方

マッサージの「強さ設定」

    　　 で「設定」を選択し、　　を押します。

　　　で設定を変更したい項目を選択し、
　　を押します。

もみ玉の「肩位置設定」

　　 を押さない場合は、自動的に最終の選択位置で
マッサージに移ります。
肩位置は、9段階から選択できます。

　　　でお好みの肩位置に設定してくだ
さい。　　　を離すとさざなみ動作にな
ります。　　を押して肩位置を決定して
ください。

     でメインメニューを表示し、お好み
のマッサージを選択してください。

4

4
9/9

23

※マッサージの強さについて　
背メカは肩領域・腰領域ともに
3段階（「弱」･「中」･「強」）があ
ります。
肩領域の場合、「強」に設定
すると、上部のもみ玉が強く
当たりますが、下部のもみ玉
が離れます。
腰領域の場合、「強」に設定
すると上部のもみ玉が離れ
ますが、下部のもみ玉が強く
当たります。

1/9
2/9
3/9
4/9
5/9
6/9
7/9
8/9
9/9

高
　
　
　
　
　

低

肩位置





肩位置を設定したいとき

    　　　　で「肩位置設定」を選択し、　　を
押します。

　　 を押さない場合は、自動的に最終の選択位置でマッ
サージに移ります。
肩位置は、9段階から選択できます。
肩位置設定を選択すると、マッサージが一旦停止し、も
み玉が肩位置に移動します。

操作がない場合は、自動で約7秒後にマッサージ画面へ
戻ります。

操作がない場合は、自動で約7秒後にマッサージ画面へ
戻ります。

つづけて設定の変更を行うときは、　　 を押さずに
　　   で次の項目を選択できます。

　　　でお好みの肩位置に設定してくだ
さい。　　　を離すとさざなみ動作になり
ます。　　を押して肩位置を決定してくだ
さい。

    　　　　で「強さ設定」を選択し、　　を
押します。
　　　で設定を変更したい項目を選択し、
　　　　でお好みの強さを選択します。
　　を押すとマッサージ画面に戻ります。

マッサージの強さを調節したいとき

25

1/9
2/9
3/9
4/9
5/9
6/9
7/9
8/9
9/9

高
　
　
　
　
　

低

肩位置



    　を押してメインメニューを表示
させます。
タイマーは継続されます。

選択したマッサージが始まります。
タイマーは継続されます。

途中でマッサージを変更するときは

    　  で変更したいマッサージを選択し、
　　を押します。

26



脚部用布カバーのお手入れ方法

布カバーの着脱時にモミボードと本体樹脂部の間に手を入れない。　けがのおそれがあります。　
布カバーを取りはずした状態や破れた状態では使用しない。　感電やけがのおそれがあります。
布カバーの下のカバーを取りはずさない。　感電やけがのおそれがあります。

27

本体の電源スイッチを「OFF」にし
て、電源プラグをコンセントから抜
いてください。
布カバーのファスナーの引き手部
を指でつまみファスナーを開けて
ください。
ファスナーが完全にはずれたこと
を確認し、布カバーを取りはずし
ます。

本体の電源スイッチを「OFF」にし
て、電源プラグをコンセントから抜
いてください。
布カバーのファスナーの引き手部
に、本体のファスナー取り付け部
を差し込み、ファスナーを最後ま
で閉めます。
布カバーの先を脚部の奥まで差し
込みます。

布カバーの取りはずしかた

ぬるま湯にて手洗いしてください。

※布カバーは開口部の形状に合わせて、左用と
右用があります。それぞれ、ファスナー取り付
け部が本体の中央側になります。



背パッド・枕・座 その他布地

樹脂部の汚れは、中性洗剤を含ませて固く絞った
布でふき取り、洗剤が残らないように乾いた布で
よくふき取ってください。

本体は清潔にし、温度･湿度・ほこりの影響の少ないところに保管してください。

張地・背パッド・枕・座 (PUレザー )

28

レザー部分のお手入れは、中性洗剤を含ませて固く絞った布でふいた後、水を含ませて固く絞っ
た布でふき取り、乾いた布でふいて自然乾燥させてください。（使い過ぎるとレザー地をいためる
ことがあります。）

汚れが付いたときは、中性洗剤を含ませて固く絞った
布でふいた後、水を含ませて固く絞った布でふき取り、
乾いた布でふいて自然乾燥させてください。



肩位置の自動検出をしても肩位置が合わない。

腕部に腕がとどかないのですが？

背もたれ部を起し、腕の位置を調節してくださ

脚部が伸びているときは、完全に収納しま
せん。脚部スライドレバーで脚部を縮めて
ください。（Ｐ.13参照）

い。

肩・腕エアーマッサージの後、肩や腕が赤くなる
のですが？

11

脚部が完全に収納しないのですが？12

マッサージをより強くする方法はありますか？

背パッドを外す。

50
2011年8月

マッサージを弱くする方法はありますか？

背もたれ部を起す。
背パッド・枕をつける。
背もたれ部にひざ掛けや毛布などを掛ける。

10

29

ご使用後、肩や腕にマッサージの跡が残る場
合があります。これは施療によるものです。
時間とともに消えていきます。また、肩エア
ーマッサージを行う場合は、肩が露出した服
装はおさけください。

通院先の医師とご相談のうえ、使用してくだ
さい。マッサージは、「触圧刺激」といって、筋
肉に圧力をかけてほぐし、血行を促進する行
為です。病気によっては悪化を招く可能性も
ありますので、必ず医師に相談してください。

病院に通院しているけど、使ってもだいじょうぶ？

自動検出後の肩位置が合わない場合は、肩位
置調節してください。（Ｐ.25参照）

背もたれ部を倒す。
深く腰かけ、体をしっかりと背もたれ部に
密着させる。

背もたれ部の角度と脚部の長さを調節してください。

背もたれ部を起して、脚部の長
さを調節する。
背もたれ部を倒して、脚部の長
さを調節する。

背もたれ部を起す。
背もたれ部を倒す。

（Ｐ.13参照）

（Ｐ.13参照）



肩部幅狭

肩部幅広
約780mm

800

650

680

1120

1120

13

を出した

を伸ばした
1550

1460

1060
を収納した

1860

を出した
1760

を収納した
1370

最大奥行き(脚部を伸ばした状態)
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9・11

9・11

11・15

8・11・15

8・9・11

9・11

－

9

9

電源スイッチを「ＯＮ」にして下さい。

脚部を出したり収納したりするときのこすれ音（ギュー音）

肩部使用時のキシミ音

(交互たたき機構を採用しているため、やむをえず発生するもので故障ではありません。)

ご使用中に下記のような音や感覚がありますが、構造上のもので
異常ではなく寿命などに影響はありません。

部や座部のこすれ音

動作しない

電源コードの電源プラグが抜けて
いませんか？

電源コードの電源プラグをコンセン
トに差し込んでください。

電源コードの電源プラグをコンセン
トに差し込んでください。

障害物に当たらないように本体を
移動させた後に、本体後部の下側
の電源スイッチを「ON」にして
ください。

一旦背もたれ部から体を離し、本体
後部の下側の電源スイッチを 「ON」 
にし、もう一度初めから操作し直して
ください。

本体後部の下側の電源スイッチが
「OFF」になっていませんか？

長時間連続して使用していませんか？
モーターの温度上昇のため、安全装
置が働いています。しばらく本体を
停止させてください。(1時間程度 )

緊急停止スイッチが入っていませ
んか？

緊急停止スイッチが入っていませ
んか？

緊急停止スイッチの上に人や物が
乗っていないことを確認してください。

緊急停止スイッチの上に人や物が
乗っていないことを確認してください。

電源コードの電源プラグが抜けて
いませんか？

上記の対応を行っても、正常に動作しない、または同じようなことが度々生じる場合には、
本体の電源スイッチを「OFF」にし、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いたうえで、
ご購入先または、お客様相談窓口までお問合せください。

動作が途中
で止まる
（リモコンを
押しても動作
しない）
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電源コード、電源プラグが異常に熱い。

故障や事故防止のため本体の電源ス
イッチを「OFF」にし、電源コードの
電源プラグをコンセントから抜いた
うえで、ご購入先または、お客様相談
窓口までお問い合わせください。

しばらく使用していなかった場合、もう一度取扱説明書をよく読み、本器が
正常に動作することを確認してから使用する。　事故やけがのおそれがあります。

32

器

31 ぺージに従ってしらべていただき、なお異
常があるときは、使用を中止してください。電源
スイッチを「OFF」にし、電源コードの電源プラ
グをコンセントから抜いたうえで、ご購入先にご
連絡ください。



リクライニングしていないとき
（脚部を収納したとき）

リクライニングしたとき
（脚部を伸ばしたとき）

33

AS-750

223AGBZX00168000

75

15

150

20

一定

49

210

2.8

40

112 155

3

2

PUレザー

560

3 38

25たたき（足裏） 228
脚部マッサージ速さ

足裏振動強さ

680 1060 1120
（肘掛け幅）

8001860680
（肘掛け幅）



34



35



AS-750

2011年 9月9日 ( 新様式第1版 )
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